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そ
の
淡
皮
肉
で
給
付
の
対
象
か

ら
は
ず
さ
れ
、
同
断
水
室
弓
震
災
非

常
時
沢
容
に
つ
い
て
法
災
害
救
幼

淡
に
ゆ
だ
ね
、
学
校
安
会
会
か

ら
の
給
付
は
一
行
わ
れ
ま
せ
ん

G

ま
た
袋
一
泡
伺
開
設
ル
訟
に
よ
る
即
席

柑
議
後
畿
の
兇
掛
脱
会
仲
間
は
、
資
金

ム
滅
的
W
W
邸
機
鵡
到
の
対
品
訴
に
な
9
ま

ル
も
ん
が
、
間
撚
狭
間
品
鶴
丹
念
、
死
亡

党
総
持
金
は
対
象
に
た
り
〆
宏
、
叩
も

な
お
、
間
撚
後
絞
め
支
給
開
附
仏
州

総
さ
お
命
令
w
縦
明
燃
し
"
に
と
き
以

後
神
州
、
災
後
飽
品
桝
持
金
の
支
給

以
外
の
徐
州
刊
は
行
な
わ
れ
ま

佼
ん
。種

官
僚
談
、
地
中
溜
官
同
開
糊
脳
間
河
鴨
紙

袋
持
慌
の
蹴
間
余
と
閣
の
綴
幼

間
闘
で
は
噛
官
僚
湘
眠
、
地
中
W
K
川隊総

見
殺
生
後
に
か
か
る
際
総
省
の

掛
か
滞
納
付
免
除
分
に
充
て
る
経

費
の
一
部
安
総
幼
す
る
と
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
学

校
設
置
者
は
、
要
保
護
児
窓
生

徒
に
つ
い
て
は
関
門
と
と
ろ
一
一
一

円
を
、
準
要
保
護
児
童
生
抽
出
の

分
は
二
十
円
の
と
と
ろ
十
五
円

を
納
入
す
れ
ば
よ
い
ζ

と
と
し

国
は
残
り
の

A

人
当
り
一
円
と

五
円
分
宏
安
全
会
に
二
活
補
助

し
ま
す
。

mン流れ作業!こより既製服i立つくるれる

も
期
限
内
じ
加
入
:
:
:

口
料
品
ホ
晶
子
校
安
念
会
仲
州
、
的
判
紛
糾
机
布
内
総
予
校
の
校
総
下
に
お
け
る
削
ル
湖
親
松
山
体
械
の
災
後
に
つ
き

学
絞
め
没
後
縫
〈
附
燃
や
t
悶
側
、
爪
以
内
以
上
巾
川
町
村
線
、
刷
会
以
!
ゆ
校
時
間
人
ま
た
は
淡
綴
議
〉

及
び
伺
同
議
穏
な
ら
び
に
問
闘
が
資
殺
な
抑
制
山
山
し
て
、
品
料
悦
符
仙
削
h

体
制
闘
機
の
も
と
に
災
後
災
後
払
怜
付

〈
即
位
凝
費
、
終
和
問
的
見
鈴
念
、
の
事
裁
と
相
判
ま
っ
て
、
学
納
税
数
絞
め
mn
品
開
な
災

子
'-

安

全

会

の

索

務

民
本
学
校
安
全
mA
置
は
も
特
殊

法
人
と
し
て
本
年
凶
月
一
日
か

ら
業
務
を
間
開
始
し
ま
し
た
。
そ

の
業
務
内
容
は
、
学
校
安
全
の

普
及
充
実
に
関
す
る
こ
と
及
び

義
務
教
育
諸
学
校
、
高
等
学
校
、

幼
稚
問
問
、
保
育
所
の
生
徒
、
幼

児
支
の
災
害
共
済
給
付
に
関
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
議
共
済
給
付
を
受
け
る

こ
と
の
で
常
ぷ
岳
災
害
と
は

①

負

傷

j
そ
の
原
闘
で
あ
る

茶
飲
が
学
校
の
皆
川
関
下
に
お
い

て
発
止
み
し
た
も
の
旬
、
機

4

授
に

市
町
ナ
る
持

mmが
命
的
円
以
上
の
も

の
に
問
問
り
戒
す
。

品w

淡内問・:掛川
e

校
給
食
等
に
ハ
総

附
則
ナ
る
や
滋
や
術
開
山
州
で
、
そ
の

問
問
俄
で
あ
る
行
為
が
ゆ
↑
絞
め
株
高

線
下
一
V
な
さ
れ
た
も
の
の
う
L
t
m

文
部
大
阪
の
絞
め
た
も
の
。

出w
s挑市伏・

:ω
及
び
品
W

の
九
州
お

っ
た
場
合
に
お
い
℃
後
ず
る
蹴
附

疾
の
う
ち
文
部
指
同
令
で
絞
め
ザ
る

抑
制
耐
肢
の
も
の
。

@
死
十
い
白
:
学
校
ω
官
四
時
下
の
事

故
も
し
く
は
行
為
が
係
留
で
死

亡
し
た
も
の
の
う
ち
文
部
大
監

の
定
め
る
も
の
。

学
校
の
管
理
下
と
は

①
各
教
科
や
道
徳
的
時
間
中

特
別
教
育
活
動
中
、
運
動
会
、

修
学
旅
行
、
遠
足
な
ど
の
実
施

中
及
び
自
習
時
吋
隊
中
a

①
課
外
翁
導
つ
ま
ね
'
林
間
学

校
、
臨
海
学
校
等
の
間
開
催
中
。

'(} まう広

出w

休
柑
問
時
間
・
附
及
び
納
税
日
伐
の

品
同
一
閉
ま
た
は
承
絡
に
議
い
て
学

校
に
あ
る
と
き
、
つ
ま
ち
始
索

前
、
放
瑚
耐
後
の
品
村
総
時
間
中
。

@
通
常
の
経
F

向
方
法
に
よ

り
登
校
、
下
校
の
と
き
。

た
だ
し
、
高
校
生
に
つ
い
て

は
、
登
校
、
下
校
の
さ
い
の
災

害
、
生
徒
の
故
意
に
よ
る
犯
繁

行
為
ま
た
は
災
害
は
、
災
害
対

象
か
ら
除
外
さ
れ
も
す
す
。
ま
た

生
徒
自
身
の
重
大
な
滋
失
に
よ

る
負
傷
、
疾
{
約
に
起
因
す
る
時
間

疾
に
は
附
賠
疾
白
地
担
付
金
を
支
給
し

ま
せ
ん
。

共

済

の

契

約

学
波
紋
同
僚
者
日
炉
開
ル
家
殺
体
院
ま

た
は
幼
児
の
削
開
設
同
容
の
側
関
緩
や
一

線
て
、
学
校
小
宮
念
会
と
災
後
M
依

然
払
側
同
刊
の
契
約
殺
し
ま
す
。
後

約
倒
的
阪
神
体
、
本
年
以
七
持
月
十
読

ま
℃
山
下
、
、
ふ
事
前
町
で
も
制
期
間
関
《
に

終
的
仰
や
ゅ
ん
ひ
っ
予
は
ず
そ
併
殺
え
て

い
ま
す
。

仲
間
演
の
接
援
と
縁
談
議
災
後
鰯
偶

総
務
総
絞
殺
品
開
市
綿
棋
の
臨
ん
後
…

人
税
一
ち
の
純
金
泳
年
物
間
三
十
m円

相
径
指
陥
没
議
指
ん
市
民
生
後
同
体
一
人

当
世
間
間
間
口
〉
世
間
総
私
益
法
一
人
議

行
J

年
制
制
一
↓
一
十
五
回
内
〈
氷
点
降
、
京
開

始
官
同
納
税
生
法
夜
間
打
、
定
時
制
加
骨
同

校
生
法
二
十
一
主
将
、
明
理
総
教
育

高
校
生
は
十
五
閉
口
)
、
品
副
都
構

開園、出席背骨…

mmw品
端
克
涼
一
人
当

ち
年
綴
十
二
田
川
市
、
す
。

こ
の
う
ち
義
務
教
育
諸
学
校

の
二
十
田
口
に
つ
い
て
は
、
八
円

か
ら
十
二
閉
口
没
後
淡
緩
め
銘
柄
問

と
し
〈
本
附
吋
は
十
mn〉
、
時
統
ち

の
蛸
制
を
学
絞
殺
蝋
識
者
以
伊
漁
協
闘
し

ま
十
。
主
同
校
・
幼
稚
蹴
閥
・
協
同
官
時

双
に
つ
い
て
は
、
会
総
間
後
後
期
脅

か
ら
料
開
絞
す
る
た
て
ま
え
で
す

災
容
共
済
絵
付
纂
浩
平

@
医
療
品
質
i
繁
臨
時
相
部
品
挟
な
み

の
学
制
額
一
宏
支
給
し
ま
す
。

②
一
災
市
拭
見
舞
金
・
;
溌
申
訳
詞
程
度

に
よ
れ
ツ
一
等
絞
(
十
三
万
mn)

か
ら
十
凶
器
マ
祉
制
〈
五
千
符
〉
に

分
け
て
支
給
し
ま
す
。

品
ザ
死
亡
日
比
努
金
:
十
万
円
を

支
給
し
ま
す
。

た
だ
れ
ν
、
第
三
者
の
行
為
で

綴
後
腿
制
撤
闘
を
受
け
た
と
き
は
、

結
殺
を
な
く
し
て
明
る
い
生
活

l
t
み
ん
な
嫌
っ
て
結
核
健
康
診
断
を

i

和
小
に
…
間
関
の
総
帥
怯
融
問
絞
殺
紛
ら
」
と
閉
刷
っ
て
い
る
ζ

と
で
す
。

け
か
公
開
月
下
物
か
ら
約
一
力
関
付
限
乙
の
よ
う
な
然
防
借
地
の
出
総
省

に
か
た
っ
て
後
話
ま
の
総
隊
で
配
早
期
に
発
見
し
、
滋
託
な
同
m

w味
線
ナ
る
予
防
総
マ
ナ
。
絞
殺
行
う
と
と
が
齢
制
後
部
s
仲間ム

線
開
郎
総
と
い
わ
れ
た
絞
絞
も
後
も
ふ
〈
切
な
と
と
で
す
。

没
年
、
附
閥
h
qリ
ト
ム
げ
て
の
鈴
仲
間
抑
鱗
附
叫
に
お
け
る
臨
時
年
の
後
総
務

ゆ
織
対
策
と
陵
情
知
学
の
殺
し
い
滋
は
わ
ず
か
に
十
六
ニ
一
%
と
い

歩
に
よ
っ
て
死
十
日
市
中
は
保
々
低
う
低
縦
で
し
た
が
、
今
年
後
以

下
し
て
米
℃
お
り
ま
す
が
、
慰
皮
綴
公
認
が
に
の
州
問
蹴
偶
然
削
開
札
信

者
数
は
依
然
と
し
て
多
く
、
凶
受
け
、
内
問
分
が
ほ
ん
と
う
に
総

督
一
世
骨
に
約
一
人
の
割
合
対
絡
核
綴
で
あ
る
ζ
と
安
一
科
学
的
に
絞

患
者
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
明
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
a

す
。
ま
た
開
閉
っ
た
と
と
に
は
医
な
お
今
年
後
は
強
力
に
健
康

擦
を
必
要
と
す
る
結
核
患
者
の
診
断
を
実
施
い
た
し
た
い
と
怒

う
ち
約
入
刻
の
方
が
無
自
覚
疲
い
ま
す
の
で
、
管
織
の
絶
大
な

状
で
あ
り
「
自
分
は
健
康
だ
か
る
ご
協
力
を
お
酬
明
い
し
ま
す
。
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ラー

丈ー

地
問
ぷ
食
欲
終
去
る
五
月
十
一
一
一

日μ
に
閥
会
仇
包
括
躍
滋
し
、
六
月
十

叫
制
仲
純
行
さ
れ
ま
ふ
た
。
人
減
倒
閣
の

絞
れ
り
市
開
工
会
凶
件
、
こ
の
持
同
州
停
に

よ
る
潟
ヱ
ム
試
に
総
偽
織
部
品
へ
仇
ザ
仇
す

る
た
め
の
ぼ
郎
総
合
同
体
ド
レ
ぬ
て
お

り
ま
す
0

・
不
問
陶
工
迷
合
会
に

お
い
て
も
務
出
聞
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
切
」
の
仲
間
休
日
か
Y
M
ん

な
も
の
で
あ
る
か
後
絡
に
つ
い

て
お
知
ら
吹
い
た
し
ま
す
。

総
工
会
開
出
品
別

あ言ぜる
つ.('

て;立
、i道
工
会
討を
P封
め
がj
E芝
定 r有

い
ま
す
の
で
も
判
例

後
約
に
は
よ
小
相
滞
緩
事
情
的
設
の
み

の
殺
防
相
で
は
な
く
、
姉
崎
山
概
念
総

の出関
γ
ム
淡
抑
制
の
湖
中
川
織
と
い
え
ま

す
φ

ま
た
、
総
区
に
つ
い
て
は

ぶ
燃
と
し
て
一
町
村
…
つ
の
陶

工
会
の
設
立
が
絡
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

商
工
会
の
官
事
業

術
開
ぶ
人
以
の
一
行
い
?
フ
る
事
裁
か
は

す
べ
て
溺
ヱ
会
議
問
が
一
行
い
う

る
議
終
と
ほ
ぼ
関
門
と
で
あ
h
ソ、

と
れ
を
大
別
す
る
と

必
殺
落
、
箱
詰
附
に
側
関
す
る
w
滋

ハ
ム
証
協
悩
、
数
社
側
、
判
撚
糊
嶋
、
伺
統
治

そ
の
総
〉

出
w
後
削
減
ま
た
は
災
科
の
収
集
お

よ
び
後
帰
併
に
隅
闘
す
る
事
業

①
議
前
回
、
議
後
会
の
糊
州
出
榔

mw展
示
会
福
件
丹
嚇
聴
会
等
の
問
問
機

@
日
出
会
、
刊
行
数
げ
強
ザ
け
札
開
閉
す
る

道
的
凡
の
悶
内
山
rh制
よ
び
時
総
議
す
る

察側例
品w役
会
招
開
放
午
叩
悩
問
料
相
倍
持
ゑ
務
総

の
代
行

対
ず
る
協
力
泳
務

会
問
燃
の
資
格

出
削
工
会
の
会
民
持
拡
小
鎖
的
問
市
中

世
論
者
の
み
の
総
綴
で
は
な
い
の

で
、
地
区
内
川
wd
蛸
間
ザ
ム
背
骨
殺
す
べ

て
が
会
開
封
に
な
り
う
る
こ
と
に

な
や
で
い
ま
す
。
ま
た
、
深
刻

と
し
て
は
六
カ
月
以
よ
そ
の
跡
地

域
内
に
渓
議
…
ペ
ス
勝
然
変
脊

す
豆
腐
ヱ
淡
邸
端
で
あ
る
こ
と
を

炎
一
総
数
件
と
し
て
い
ま
す
。

加
入
お
よ
び
放
送

総
工
会
は
強
鎖
的
な
も
の
で

は
な
い
の
守
、
処
刑
Un

徐州掛仲と削問

会
員
と
な
ろ
う
と
す
る
や
警
官
品

名
以
上
の
泌
ヱ
淡
設
が
発
起
人

と
な

9
剣
注
総
会
念
行
っ
た
後

絞
立
の
総
計
叫
を
受
け
な
け
れ
ば

な
告
ま
せ
ん
。
こ
の
縫
合
、

演
的
発
援
と
い
う
公
設
的
な
事

業
安
門
行
う
総
体
℃
あ
り
か
っ
そ

れ
に
仰
け
っ
て
リ
統
制
等
の
侵
漁
捻

淡
を
受
け
る
部
出
持
作
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
一
定
め
姿
朴
げ
が
必
務

反
し
な
い
こ
と

②
拙
地
区
出
n
m
w
総
工
繁
容
の
二
分

の
一
以
上
が
会
民
と
な
る
ζ
と

〈
中
小
附
円
減
給
一
一
一
五

O
名
以
上
〉

①
衡
是
雲
仙
鰐
ム
口
約
な
改
幾
発

達
と
そ
の
事
毅
会
災
絡
す
る
た

め
に
必
擦
な
終
泌
総
な
廿
盤
的
措
を

脅
す
る
と
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

役
畠
拭
に
つ
い
て

会
長
一
名
、
総
会
開
獄
一
一
名
以

内
、
制
研
W

静
尚
一
十
級
以
内
、
設
事

一
一
翁
以
内
役
お
く
と
と
と
し
て

い
ま
す
。

議
決
機
問
問
に
つ
い
て

原
則
削
と
し
て
台
数
災
念
滋
を
も

っ
て
総
統
ず
る
淡
説
的
役
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

余
録
数
日
か
非
常
に
多
い
場
合
も

あ
る
の
で
、
二
百
名
投
ζ
え
る

吉
岡
工
会
に
つ
い
て
は
総
会
に
然

る
べ
き
総
代
ム
慣
を
淡
け
、
機
動

的
問
に
す
べ
だ
の
遂
蛍
を
は
か
る

ζ
と
が
で
き
ま
す
。

時
世
也
統
臨
の
規
定
に
つ
い
て

大
，
致
し
て
が
…
つ
の
州
滅
後
一
を
設

け
て
い
ま
す
。

@
級
官
暗
殺
到
年
府
説
家
業
報
告
裳
お

品W
端
組
均
説
大
震
は
商
工
会
mw
鴻胤料簡

が
法
律
違
反
簿
が
あ
っ
た
機
会

の
笠
努
ま
た
は
総
務
の
停
必
あ

る
い
は
淡
注
総
一
時
の
取
消
処
分

が
で
き
る
。
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

商
ヱ
会
の
貼
制
緩
に
つ
い
て

高
削
工
会
訟
の
後
も
+
叫
ん
婆
な
市
川

市
け
を
な
す
紛
般
の
設
定
に
つ
い

て
は
淡
絡
次
の
と
お
哲
で
す
。

①
何
時
営
建
吉
普
及
員
の
人
件
後

は
月
額
二
万
一
予
約
ハ
念
綴
級

品別)
②
専
門
総
滋
パ
践
の
端
間
念
は
月
続

出関
d
T
m
n

品W
時
間
制
棋
会
の
開
催
気
持
拡
俸
制
附
叩
晶

子
mn

①
梓
品
制
作
品
箆
と
し
て
が
や
側
同
七
千
詞

@
モ
ー
タ
ー
パ
イ
グ
の
時
間
入
耕
民

一
問
料
科
二
日
あ
て

出W
附H
A
H
と
し
て
持
月
欄
間
二
千
開
口

以
上
一
高
工
会
あ
た
れ
ワ
今
総
・
援

は一一一十一一一万
mm

ハ
糊
総
数
〉
を
限

緩
と
し
て
附
出
〈
良
〉
か
ら
受
付

さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す

も
ち
ろ
ん
、
市
町
村
が
ら
の
愉
制

効
金
も
そ
の
潟
村
刊
の
災
状
い
い
応

じ
て
総
糾
明
さ
れ
る
と
と
は
申
す

ま
で
も
お
ち
ま
せ
ん
。

そ

の

他

官
間
工
会
に
対
す
る
免
税
総
後

(
一
般
招
待
税
、
法
人
組
側
お
よ
び
地

方
特
慌
の
や
フ
お
議
時
的
制
側
、
知
A
H
対日抗

の品持品倒的
w
滋
間
協
V

が
あ
ち
ま
す

川
以
レ
内
、
き
わ
め
て

7
ウ
ト
ラ

イ
y
に
つ
い
て
給
総
し
ま
L
た

が
、
士
間
工
会
が
波
紋
術
開
不
擦
の

総
合
的
な
材
税
制
問
後
胤
開
設
州
問
る
た

め
、
畿
の
柑
断
然
施
策
に
お
け
る

淡
緩
和
相
良
普
及
員
総
静
慌
の
い
州
、

務
ヱ
畿
の
指
導
官
同
紘
一
事
噺
滑
れ
鋭
敏

遂
す
る
判
経
営
改
由
民
淡
及
災
を
市
削

工
会
に
淡
後
せ
し
め
、
こ
わ
い
を

中
心
と
し
た
効
成
措
震
設
問
自

〈
間
航
〉
が
行
う
と
い
う
こ
と
は
機

織
的
な
法
律
と
い
え
ま
ナ
。

人口

(昭和35匁 5J'!31髭務主主〉

男 13， 342人

女 I3， 923入

計 27，265人

世帯数 5， 56守

七
月
一
白
に
行
う
べ
く
令
市

さ
れ
て
い
た
我
孫
子
附
円
余
納
品
改

良
区
の
総
代
閣
総
務
除
、
叩
掛
川
苓
す

べ
き
仰
仲
代
的
W

件
批
〈
第
一
選
挙
区

簿

一

一

十

名

〉

で
み
っ
た
た
め
、
後
W
設
は
行
い

ま
せ
ん
。

こ
の
縁
仏
比
嚇
蹴
品
壌
に
立
後
情
閉
し

た
か
た
が
た
辻
、
次
の
と
お
り

J

で
J

す
。

第
一
選
挙
区

作

比

一

総

氏

名

川
子
ケ
一
戸
川
問
一
一
渡
辺
邦
明

un

問
ス
一
一
一
淡
辺
俊
機

勿

玄

二

O

波
m
M
務
次
郎

H

二
支
一
…
小
泌
総
料
太
絡

M
H

…
ぷ
丸
八
点
W
十
小
二
時

間
殺
が
一
双
人
ハ
U

品

朴

抵

開

H

A

ゑ

約

八

日

暮

芳

郎

H

九
一
一
九
滋
議
派
閥
明
治

部

お

七

五

中

村

ム

間

報一

n

六

一

淡

水

伝

一
斉
山
出
火

O

K時
老
原
浅
間
四

“n

八
い
U

五
川
同
一
幻
滅

“W
4

八
五
三
泌
総
一
{
策
的

中
山
町
一
五
開
問
六
泌
総
隊
秀
炎

“
二
一
問
中
b
m
悶
菅
井
佐
川
一

“
二
引
か
化
火

1
2

浜
夜
間
γ

“
二
開
問
九
八
回
附
悶
川
光

す

う

れ

ノ

吋
，
、
い
A

m

J

、

t
脅

し

，

つ

れ

去

ま

'

新

町

桝

抗

告

き

い

ト

2
お

よ

奇

蹟

附

て

て

み

の

設

し

し

住

月
臨
時
い
い

7

資

が

お

定

悌
欝

詳

こびあ広

市
中
娘
二
ゑ
一
一
一
阿
国
同
淡

n

一日間二
'ru

山
川
村
沖
弥

“
二
一
一
一
一
一
八
液
中
治
康
博

以
上
二
十
名

類
二
滋
祭
区

仲

間

所

吉
一
戸
支
九
八
の

ノ、

gg 

見
比
点
制

禅
問
山
同
期
開
一

笈
久
間
開
設
拘
博
明

栗
山
凶
品
市

新
本
一
ニ
〈
U
ムハハ〉一一
ρ泌
液
体
継

H

一
入
問
問
二
地
対
谷
玄
弘

H

付
近
火
一
秋
元
炭
坑
耽

H

A

五
凶
入
官
問
問
問
叫
間

三一日

O
七
二
綾
也
判
別
的
人

勿
二
五
叩
丸
一
一
絞
殺
災
土
〈

古
叩
伎
一
一
約
六
公
務
会
材
料
市

ν

八
一
一
二
秋
田
同
努
コ
一
郊

“:
0
0九
新
旧
制

十
叩
佐
八
六
ゴ
一
け
よ
怜
同
協

H

二
六
七
泌
門
知
締
約
治

災
地
戦
総
合
一
一
…
九
市
中
川
村
霊
山
岡

H

七

三

八

鈴

木

冷

淡

小
隊
一
三
七
二
宮
本
市
役
一
一

N

一一間‘一

O

小
川
仰
一
ム
削

H

一
一
一
…
九
占
判
化
胤
附
榊
桝
太
的
知

士
二
じ
丸
一
一
四
松
太
校
一
日
開

以
上
二
十
名

れ
は
お
、
当
選
人
を
決
定
す
る
波

川
学
会
は
七
月
一
日
午
後
…
持
か

ら
我
孫
子
町
役
燃
に
お
い
て
間
同

出
陣
す
る
子
市
総
で
す
。

x

×
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× 

× 

犯
罪
告
な
く
し
て
明
る
い
町
づ
く
り

「
社
会
や
明
る
く
す
る
運
動
い
に
協
力
を

点
私
た
ち
は
毎
日
、
続
的
関
や
ラ

ジ
オ
を
透
じ

τ校
A

絞
め
い
ろ
い

ろ
な
犯
拙
作
仇
村
山
知
る
と
き
、
ど
う

し
て
こ
ん
な
に
銭
円
相
時
発
が
お

き
る
の
か
、
ま
た
ど
う
し
た
ら

ぷ
た
も
の
社
会
か
ら
犯
締
役
な

く
す
こ
と
が
で
き
る
め
だ
ろ
う

か
と
心
の
織
ま
な
い
お
は
あ
り

ま
サ
ん
。

緩
和
吟
七
月
一
行
か
ら
一
カ
汀

附
開
会
期
間
主
臼
一
っ
て
燦
附
糊
さ
れ
る

「
社
会
を
開
明
る
く
十
る
総
務
」

も
、
本
年
波
抑
持
十
ω問
問
を
迎
、
え

る
ζ
と
に
な
れ
ワ
ま
し
た
。
こ
の

加
担
蜘
別
に
即
応
し
て
、
各
界
ー
科
悶
府

み
や
気
附
巨
の
積
径
約
な
参
加
協
力

そ
山
内
て
、
何
と
か
し
て
波
線
の

な
い
作
は
み
よ
い
附
明
る
い
設
会
を

つ
く
れ
り
た
い
も
の
で
す
。

…
校
内
務
い
こ
と
を
し
よ
う
と

し
て
止
ふ
れ
て
〈
る
人
が
い
る
で

し
ょ
う
か
?
子
供
け
か
犯
衆
人

に
な
る
こ
と
絞
縦
訓
う
殺
が
い
る

で
し
ょ
う
か
?
も
ち
ろ
ん
そ

ん
な
人
や
線
は
い
ま
せ
ん

G

制川

抽
円
附
間
学
、
心
児
学
、
役
会
総
線
、

学
等
の
途
多
発
山
地
に
つ
れ
て
、

人
間
の
品
開
品
開
や
刊
行
動
と
い
う
も

の
は
球
ふ
れ
た
と
き
か
ら
長
い
間
関

つ
ら
か
わ
れ
た
家
庭
や
付
会
的

閥
均
協
切
に
、
本
人
の
時
ふ
れ
な
が
らd

に
し
て
持
っ
て
い
る
糾
防
災
が
か

ら
み
ん
は
フ
て
溺
加
減
さ
れ
て
行
く

も
の
明
、
あ
る
と
と
が
附
明
ら
か
に

怒
れ
℃
き
ま
し
た
。
犯
棚
作
と
い

う
不
法
な
行
動
も
そ
の
綴
悶
悶
は

役
会
と
の
か
か
れ
守
あ
い
の
中

M
L
*
ぬ
る
こ
と
が
州
内
フ
て
き
た
の

で
す
。ぞ

と
で
犯
罪
を
恨
み
も
祭
会

犯
し
た
人
に
そ
の
相
聞
い
と
し
て

ま
た
社
会
一
級
へ
の
け
拍
せ
し
ぬ

と
し
て
川
慨
し
い
泌
総
会
加
え
た

だ
り
マ
は
、
決
し
て
社
会
か
ら

絞
殺
は
な
く
な
号
ま
せ
ん
。
先

ず
犯
罪
の
約
出
来
A

校
時
収
れ
り
時
怖
く
こ

と
が
先
決
闘
判
附
然
、
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
日
頃
か
ら

似
た
も
の
ん
ぷ
同
時
や
職
場
の
間
相
同
情

投
開
明
削
聞
に
し
て
、
お
会
互
に
州
刑
ル
U

A
什
っ
て
近
隣
・
か
の
や
利
払
絡
役
山
山
さ

な
い
よ
う
に
汲
緩
す
る
こ
と
が

N
W
市
街
で
す
。
ま
れ
仏
、
過
っ
て
界

を
犯
し
た
人
々
に
同
持
し
て
は
犯

棚
仲
人
だ
、
前
科
単
柏
い
だ
と
掠
陣
門
村
役

い
っ
た
り
'
非
知
挫
し
た
与
し
て
、

地
山
崎
佐
川
会
か
ら
閉
め
出
さ
ム
な
い

で
、
没
後
そ
も
っ
て
術
導
援
常
識

の
や
な
さ
し
の
べ
て
、
二
度
と

船
ん
糊
邦
を
起
さ
せ
な
い
よ
う
渋
災

な
社
会
人
に
立
ち
淡
ら
訟
で
や

る
ご
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
ぬ
淡
務
省
で
は
即
時
務

総
的
検
問
砕
い
鐙
い
て
、
朝
砕
を
犯
し

た
人
や
隷
を
明
弘
中
多
数
淡
淡
の
あ

る
脊
少
年
に
対
し
て
は
、
社
会

生
活
を
さ
せ
・
な
が
ら
監
督
鴻
等

し
郎
防
〈
れ
な
役
会
の
一
円
只
と
し
て

史
氏
さ
せ
る
と
と
も
に
、
札
成
会

か
ら
明
品
開
持
の
回
開
問
問
全
米
争
時
怖
く

仕
事
を
し
て
お
柱
、
定
・
円
九
記
内
線

に
は
川
防
波
一
一
吋
会
後
3
、
人
間
愛

mv
協
同
御
影
蒸
と
し
て
続
一
冴
に
飲

ぬ
吋
仙
川
に
に
の
仕
事
市
町
第
一
一
線
に

吋
消
印
織
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
、
災
に
夜
然

保
護
の
問
問
臨
時
な
使
命
を
逮
災
し

て
知
山
絞
め
な
い
開
明
る
い
奪
社
会
合

災
後
す
る
た
め
に
は
、
隊
後
一
一
吋

の
み
な
ら
ず
庁
ぬ
く
地
域
叫
札
会
の

一
段
の
か
た
が
た
が
双
生
保
護

の
仕
事
に
淡
い
減
税
併
と
強
い
支

関
税
、
没
後
唱
で
い
た
だ
く
と
と
が

絞
も
や
要
な
こ
と
で
す
。
派
組
仲

の
な
い
開
明
る
い
住
み
よ
い
役
会

を
つ
く
与
あ
げ
る
た
め
、
、
お
の

お
の
の
な
緩
か
ら
機
か
い
ご
協

力
投
お
開
制
い
い
た
し
ま
す
。

x

×
 

x 

χ 



デ

ミ焔び

れ
ム
な
く
な
っ

後
i
没
後
ム
絵
柄
、
も
掛
闘
し
い
と

き
も
あ
れ
ば
総
綴
な
と
き
も

あ
る
の
マ
、
絡
め
ら
れ
る
と

討
は
絞
め
、
約
め
ら
れ
な
い

あ事長広(5) 
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40才
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ζ 

住
員
登
録
の
居
間
で

権
相
の
行
捷
と
義
務
の
鰻
行

七
月
一
お
か
ら
七
時
M

設
で
は
総
会
総
の
品
加
物
川
府
鮮
の
災
対
刊
な
疑

念
災
後
録
歳
出
削
紛
糾
け
淡
閥
闘
で
す
け
る
場
合
繊
吋
に
糾
問
す
る
こ
と

会
開
民
話
寝
袋
馴
制
緩
同
体
、
跡
地
中
点
公
が
で
き
、
一
円
抑
制
の
綴
紗
本
に
代

共
同
間
体
(
市
市
献
町
村
、
な
ど
〉
の
総

決
局
員
で
あ
る
佼
鉱
山
愛
媛
然
ナ
る

と
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
蹴
鞠
仲
似
総
司

問
内
を
公
認
し
、
然
災
の
援
制
判
め

日
行
緩
や
萩
務
mw
問
機
的
り
を
議
廷
か

っ
拘
含
却
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
選
挙
、
就
学
、
全
会
の

御
地
払
閥
、
時
間
割
棋
聖
守
の
海
附
町
村
の
行

政
官
半
務
付
伸
、
企
民
登
録
の
俊
民

商品を
m
織
に
し
て
処
理
さ
れ
る
悼
法

務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
形
脚
叫
品
刊
の
住
民
は
、
住
民
笠

器
削
の
同
組
出
向
を
し
て
お
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
役
所
地
で
い
つ
で
も

往
鉱
山
国
誌
の
綴
抄
本
や
局
住
証
明

畿
の
交
M
円
安
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
を
絞
学
、
総
験
そ
の

び

絞
入
、
い
私
山
刷
、
役
所
が
附
州
制
則

し
た
緩
ん
刊
に
は
、
十
問
日
以
内

に
附
閥
均
殺
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
日
比
当
の
捌
鳩
山
間
な
く
、
附
刷

出
問
問
問
闘
に
開
閉
山
山
を
し
な
い
者
は

滋
料
に
処
せ
ら
れ
る
と
と
が
あ

り
一
ま
す
。
ま
た
、

4
1
録
一
事
項
に

つ
い
て
誤
う
に
足
る
理
由
が
あ

る
と
き
は
、
市
町
村
の
中
究
員
は

事
実
調
査
の
た
め
、
関
係
人
に

質
問
し
、
文
書
の
長
一
市
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ

を
指
み
、
妨
げ
、
忌
避
し
、
も

し
く
は
、
成
偽
の
陳
述
を
し
た

者
は
劉
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

遣う

4恐

5
 

4
 

ハVゃ
…
門
部

~ρ

出川…・

6
.
…鉱

山
&
町
一
指

小
汲
・

4
4
.
 

い
阪

fl 

広

ご み ] 採 りれL11 りf及み耳立ハ

「
小
児
庶
出
陣
」
予
防
接
種
。
申
込
事
羽

の
申
込
み
を
い
た
だ
く
と
と
住
所
、
保
護
者
沃
名
、
先
日

山
に
な
り
ま
し
た
の
で
持
毅
者
家
氏
名
お
よ
び
余
儀
貸
付
筏
…

日
〈
前
に
申
込
ん
だ
ガ
は
徐
く
〉

A
V
ゆ
込
綴
線
七
月
一
一
十
回
目

川
は
次
の
茨
附
閣
に
よ
ち
係
鯵
線
。
約
一
会

.
ま
た
は
支
所
へ
お
ゆ

}
a
f剛
第

一

額

六

後

湾

問

川
込
み
く
だ
さ
い
。

nu町
議
俊
一
第
一
一
問
問
況
判
同
mn
…

災
総

Zm況
は
八

i
E
C
念
第
一
一
一
間
関
築
主
一

川
同
月
下
-
授
与
が
、
波
滋
F

議
M

み
A
V
そ
の
品
開
e

川
問
問
w
h
制
附
械
が
あ
智
京
区

p
z
'
J
M

八
m
月
下
内
切
に
府
民
柚
緒
川

i

i

1

6

 

…
‘
す
の
で
今
闘
機
械
械
で
臨
時
給
仰
が
で
な
る
カ
に
は
淡
い

一
き
な
い
ガ
に
は
怖
品
川
ふ

3
4
島
「
取
口
問
災
総
時
制
終
お
よ
吋

…
喜
入
が
で
き
し
だ

u
y
う
禁
重
言
語
土

川

い

お

知

ら

せ

し

ま

人

識

せ

し

ま

す

。

い
ず
。
ま
た
約
に
出
申
込
バ
け
d

一
時
昨
年
小
児
出
腕
臨
時
M
L

…

川
ん
だ
方
は
八
月
下
旬

e

か
Z
A

っ
た
子
品
併
殺
…
一
叫

に
出
掛
時
間
し
ま
す
。
九
…
一
人
で
、
と
の
う
ち
一
一

川一
O
対

象

者

一

三

人

mw
品抑い
V

品
聞
が
失
わ
れ
叩

間
明
和
三
十
五
年
二
月
以
品
約
ま
し
た
。
今
俸
は
ナ
で
に
多
聞

に
生
れ
た
者
で
小
学
校
入
発
し
て
い
て
流
行
の
き
ざ
し
叩

学
前
ま
で
の
者
。
を
み
せ
て
い
る
そ
う
で
す
。

七
月
一

B
1七
呂

は

し

く

綴

設

さ

れ

た

も

の

で

す

。

全
面
安
金
調
融
問
問

終
十
字
採
で
安
全
第
一

七
月
一

R
か
ら
七
日
ま
で
は

然
の
十
学
鎮
で
お
な
じ
み
の
金

関
後
会
返
附
聞
で
す
。

慾
後
出
期
間
聞
が
山
京
会
チ
エ
グ
グ

州
側
間
収
、
あ
る
と
す
れ
ば
い
、
本
噛
間

関
山
林
小
官
念
mw
《
心
が
ま
え
の
チ
ネ

グ
グ
糊
間
関
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

、約締十時
γ
緩
い
の
ひ
る
が
え
る

斜
線
説
明
で
ぶ
淀
人
中
経
こ
の
心

が
ま
え
没
後
府
消
防
い
マ
る
よ
う
に

し
て
問
悼
し
い
も
の
℃
ず
。

七
開
月
一
段
叫
同
僚
記
片
山
説
会
m
w
g

絞
殺
や
行
動
の
市
弦
念
に
反
復
聾

A
r
匁
か
ら
七
月
一
円
討
は
険
代

小賀会
J
m
w
H
H
と
aM
此
ぬ
ら
れ
ま
じ
た

ζ
m
w
認
は
問
問
問
問
m
w

一
人
…
人

が
そ
の
生
滋
の
あ
ら
ゆ
る
震
が

市
賀
会
な
よ
う
に
、
時
総
殺
や
日
付
品
開

つ
い
て
反
省
殺
し
、

ど
と
を
朗
自
技
師
づ
一
り
て
、
怒
し
い

郡
出
業
災
害
、
中
交
通
災
害
、
火
祭

な
ど
主
主
的
を
お
び
や
か
す

災
害
を
紡
止
し
よ
う
と
し
て
新

お
子
さ
ん
の
健
康
は

「
宮
円
売
穏
談
」
で

皆
さ
ま
の
可
愛
い
い
お
子
さ

ん
の
た
め
に
、
即
時
縫
郊
の
医
師
削

の
お
品
川
で
や
ゆ
絞
っ
て
育
児
瀬
渓

係
金
銭
同
月
次
の
と
お
h
d
鵠
開
設
い

た
し
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
ど
利
用

く
だ
さ
い
。

哨約一
7
本
側
散
防
役
場
会
議
室

〈
七
月
は
十
一
一
一
段
〉

燃
ご
・
議
後
日
H

銭
関
小
母
校

ハ恥
u
n
月
は
一
一
十
口
付
〉

縁
側
と
も
午
後
一
一
体
吋
か
ら
午
後

際
的
吋
ま
で

ま
れ
、
級
紙
の
機
会
〈
附
明
油
川

内
側
あ
と
い
は
然
一
戸
総
な
る
も
の

等
〉
に
も
、
成
人
病
ま
た
は
子

供
mw
伽
間
企
に
つ
い
て
お
山
総
合
い

の
席
を
絞
け

γ
d利
附
く
だ
さ

い
ま
ナ
…
ょ
う
係
陰
謀
に
で
附
込

み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

前
M
V扮
裁
の
「
合
引
悶
悶
ル
粉
封
州
」

の
お
知
ら
せ
は
右
の
と
お
h
A

変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
ど

了
承
く
だ
さ
い
。
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老
後
や
不
幸
の
と
き
の
備
え
に
は

拠
出
制
の
国
民
年
金
を

j
七

月

一

段

現

在

で

適

用

世

帯

調

査

i

融
機
出
向
縦
断
閥
開
民
年
ふ
泌
総
陣
棋
に
つ
ま
す
。
送
時
H
e
m
?
に
縄
問
家
自
民
が
国
@
被
用
者
年
金
の
被
保
険
者
ま

い
て
は
船
籍
、
広
務
、
山
護
会
災
年
金
滋
線
数
談
終
妥
渓
安
各
た
は
拍
拠
点
員
で
あ
る
と
と
の
有

線
で
だ
い
た
い
お
わ
か
き
に
な
品
院
議
に
母
校
し
、
そ
の
他
民
持
び
無
、
も
し
く
は
公
的
年
金
の
受

q

h
ん
と
と
と
慾
い
ま
す
が
、
そ
総
常
盤
悶
践
が
出
向
後
安
点
後
紬
朗
氏
し
給
権
者
で
あ
る
と
と
の
有
無
。

の
滞
期
制
別
役
務
総
資
が
人
諸
問
闘
い
つ
な
が
ら
間
関
向
棋
に
お
い
ま
す
か
ら
@
佳
品
品
加
入
該
当
者
の
加
入
意

吹
い
に
勺
開
月
一
銭
滅
説
家
で
刊
行
わ
そ
れ
ま
で
に
山
試
の
総
資
項
目
口
に
国
仙
の
有
無
。

れ
ま
す
。
本
附
吋
Hh後
一
後
一
致
点
滅
め
つ
い
て
も
れ
な
く
総
入
し
て
お
@
保
険
金
け
免
除
絞
浅
事
務
の
有

℃
い
る
絞
被
災
と
附
明
約
一
応
十
九
い
て
く
だ
さ
い
。
相
摘
。

年
問
問
問
月
一
門
誌
か
ら
問
問
和
和
十
七
年
m
w
氏
名
、
後
刻
、
余
年
間
同
日
制
、
品
目
前
約
制
附
風
刺
刊
紛
滋
志
の
中
将
然

一
一
品
純
月
一
応
十
二
村
ま
で
に
必
ふ
れ
た
数
材
料
金
ふ
と
の
統
制
刷
、
総
所
、
機
お
よ
び
予
想
お
れ
る
前
約
制
刷
出
他

人
獄
絵
で
も
線
中
然
対
象
と
な

9

然
、
効
北
問
先
。
の
制
判
悶
刑
制
刑
期
間

a
j
i
-
-

町、1
1
1
4
%
1
i
t
H
v
n
i
-
-
e
d
叫
l
・t
・-
q
t
i
J

約
め
た
分
以
幾
叫
内
在
れ
ま
す

…
爵
…
…
誌
…
…
年
…
…
金
…
…
問
…
…
一
容
…

Y
E
t
t
h
p
t
i
I九
r
i
i
iご
t
'
i
t山

γ
i
i
;
"
H
i
e
-
-
“

間同
i
ど
う
し
て
も
務
総
掛
川
間
樹
氏
関
j
加
問
時
間
判
刊
は
い
く
ら
か

年
金
w
L
1
〈
ら
な
け
れ
ば
な
ら
努
i
一
一
十
緩
か
ら
ヌ
ト
zm
問
絞
ま

な

い

の

で

す

か

で

は

月

夜

間

口

、

公

十

五

放

N
M

答
;
広
報
六
十
六
号
で
お
知
ら
上
は
月
夜
五
十
凶
け
で
す
。

ζ

せ
し
た
「
祭
山
山
総
困
問
何
年
金
の
保
険
料
を
約
め
る
に
は
、

片

L
h
加
入
す
る
入
」
は
強
制
制
加
国
民
年
金
印
抑
制
佐
役
場
で
緊

入

で

す

。

っ

て

ん

年

金

乎

綴

に

は

り

プ

一

品

開
i
任
意
加
入
で
き
る
入
は
ど
カ
月
毎
に
町
長
の
検
絡
を
受

う

ゆ

う

人

で

す

か

け

て

約

め

た

と

と

に

な

0
ま

答
:
①
箆
や
公
の
制
度
の
年
金
す
。

に
知
加
入
し
て
い
る
者
の
読
退
問
問
j
毎
日
付
加
間
後
料
そ
約
め
る
も

者
(
遺
族
年
金
や
扶
助
科
の
部
倒
だ
。
節
約
で
き
る
か

相
聞
が
少
な
い
か
ら
と
の
年
金
答
i
①
十
年
以
内
の
期
間
に
つ

に
h

加
入
し
て
老
後
の
年
金
を
い
て
年
を
単
位
と
し
て
前
総

多

く

ナ

る

た

め

〉

で

き

ま

す

。

出
w
来
年
四
月
一
日
に
お
い
て
①
会
期
間
開
発
品
開
も
で
き
ま
ナ

笈
十
畿
な
と
え
五
十
五
歳
を
⑪
血
百
出
品
は
収
穫
特
に
、
ま
た

こ
え
な
い
者
ハ
ま
だ
働
け
る
嫁
入
り
終
に
は
年
金
持
参

う
ち
に
僚
時
間
科
を
絞
め
て
六
合
蕊
慰
し
て
も
よ
い
で
す
。

十
笈
齢
制
に
な
っ
た
ら
こ
の
年
m
w
判
的
引
場
は
剣
山
授
の
と
お
り

ふ
胤
設
も
ら
う
た
め
V

で
す
。

出W
一
滋
欽
年
食
品
、
扶
助
料
そ
も
関
:
前
約
交
仙
刺
殺
し
た
後
に
会

ら
づ
て
い
る
人
〈
ζ

の
給
付
紙
凶
到
に
な
っ
た
と
き
は
務
総

ゑ
神
体
制
側
が
ゆ
白
か
っ
た
り
、
一
丹
市
対
仙
制
し
た
分
合
滋
付
し
て
く

綴
ず
る
と
失
総
ナ
る
か
ら
〉
れ
る
か

A
W
然
鋭
、
暗
中
仲
枇
〈
総
数
ず
る
後
iA絞
殺
肉
料
に
な
る
ま
明
、
は
附
闘

と
門
偽
公
庁
ゃ
ん
拭
校
に
仙
料
紙
ナ

ω
凶
年
余
の
何
概
数
分
以
隊
没
年

る
も
の
が
A
y
r
い
か
ら
〉
殺
に
汲
嫁
さ
れ
、
そ
れ
N
M
暑いん




